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原子力災害医療中核人材研修もしくは令和 3 年 
4 月以降の原子力災害医療派遣チーム研修を修
了し、有効期限内の修了証を有する者

対
象
者

旅費支給
受講無料

長崎
として必要な知識・技能を身につけよう
原子力災害医療派遣チーム

1 15                      日 開催第3回
2022年度

原子力災害対策
戦略本部

長崎大学

お問い合わせ
長崎大学原子力災害対策戦略本部

https://www.gensai.nagasaki-u.ac.jp/

https://retms.nirs.qst.go.jp/retmsWeb/top

お申し込み

読み込んでアクセス！
ログイン後申し込み！

Tel. 095-819-8536

定員20名 9:00 -17:20

15 木

1 21 月

【 】12募集　〆切
【 】1募　集開始長崎大学被ばく

医療総合研修センター
会
場



令和３年度から開始された新しい被ばく医療研修体系は、「基礎」「専門」「高度専門」に分かれます。受講生は、「原子力災害医療基礎
研修」から矢印に沿って受講を進めます。受講後は、修了証書が発行され、有効期限は「発行日の３年後の年度末」となります。

高度専門

基礎

専門

高度専門
被ばく医療研修 講師養成研修 体外計測研修 バイオアッセイ

研修

ホールボディカウンター
研修

甲状腺
簡易測定研修

原子力災害医療中核人材研修

原子力災害医療基礎研修

染色体分析研修原子力災害医療
派遣チーム研修

ステップアップ方式の

原子力災害医療派遣チーム研修？

※

原子力災害発生
！
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派遣チーム
原子力災害医療協力機関 原子力災害拠点病院

派遣チーム

原子力災害医療・
総合支援センター 派遣チーム

原子力災害拠点病院

派遣チーム

⑥出動

①非被災道府県
　から支援が必
　要と判断

理由1
平時から、原子力災害医療派遣チームの派遣調整体制や、放射線防護等の知識・技能を身につけることにより、原子力災害時の不安を軽減します。
講師は、実際に福島第一原発事故へ対応した医療従事者が中心となり、当時の経験をみなさんへ繋いでいきます。

原子力災害拠点病院

佐世保市総合医療センター
日本赤十字社長崎原爆病院

川内原発
(鹿児島県)

長崎大学

九州大学病院
唐津赤十字病院
佐賀大学医学部附属病院
佐賀県医療センター好生館
長崎医療センター
済生会川内病院
鹿児島大学病院

原子力災害医療協力機関
(派遣チーム保有 )

※原子力災害拠点病院は、指定要件により派遣チームを保有することとなっています。

高度被ばく医療支援センター/
原子力災害医療・総合支援センター

理由2
1チームは医師、看護師、放射線防護関係
者等の4名以上で構成され、移動も含め5
日間活動します。DMATのようにチーム数
が多くないため、長期的な原子力災害対
応における2次隊、3次隊の派遣を想定す
ると、原子力災害医療派遣チームの維持
と拡充が必要となります。

九州は10機関が原子力災害医療派遣
チームを保有。

研修の受講により原子力災害対応時の不安を軽減。

派遣チームを保有する10機関
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(※　 　　　       )派遣チーム＝
原子力災害医療派遣チームの略

高度専門
染色体分析研修
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④派遣チームの情報提供

⑤派遣チームの派遣要請

⑤派遣チームの派遣要請

⑥出動

・派遣チーム数
②情報提供
・被災状況
・派遣チームに求める活動内容など

派遣チームの派遣要請と出動

玄海原発
(佐賀県、UPZ内：長崎、福岡県)
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